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2012年３月期第１四半期連結決算のお知らせ 

 

       

野村不動産ホールディングス株式会社（本社：東京都新宿区 取締役社長：中井 加明三）は、本
日、2012年３月期第１四半期連結決算（2011年４月１日～2011年６月30日）を確定いたしましたの
で、お知らせいたします。なお、詳細については、「平成24年３月期 第１四半期決算短信」を併せ
てご参照ください。 
 

＜ハイライト＞ 
 

■2012年３月期第１四半期における連結業績は、売上高が733億円（前年同期比25.4％増）、  
営業利益が100億円（同122.3％増）、経常利益が62億円（同752.4％増）、四半期純利益が30億円
（前年同期は四半期純損失△６億円）となりました。前年同期比で売上高・利益が大きく増加した
要因は、住宅分譲部門において、売上計上（引渡）戸数が増加したこと、及び利益率が大幅に改
善したこと等によるものです。 
 
■住宅事業セグメント・・・マンションと一戸建てを合わせた住宅分譲部門では、売上計上（引渡）
戸数が前年同期比で180戸増の475戸となり、当セグメントの売上高は前年同期比で45.4％増の
311億円となりました。また、震災以降においても堅調な分譲マーケットを背景に、未契約完成在
庫数は50戸（2011年３月末比63戸減）、契約済未計上戸数は3,057戸となりました。なお、今期の
売上計上予定3,500戸に対する６月末時点での契約進捗率は、73.1％（前年同期比18.7ポイント上
昇）と順調に推移しております。 
 
■ビル事業セグメント・・・昨年10月より新規稼動した「日本橋室町野村ビル」、及び昨年9月末に
持分を追加取得した「東芝ビルディング」が寄与したこと等により、増収増益となりました。 
なお、６月末時点の空室率は3.8％となり、前期末（2011年３月末）から0.2ポイント改善しました。 
 
■資産運用開発事業セグメント・・・中小規模の賃貸マンションをはじめとする収益不動産の売却
が順調に進捗したこと等により、増収増益となりました。 
 
■業績予想・・・本年５月に発表した第２四半期連結累計期間、及び通期の業績見通しにおける
予想数値に変更はありません。 

以 上 

 

（添付資料） 

平成24年３月期 第１四半期決算短信 

2012年３月期 第１四半期決算短信補足資料 

 

 本件に関するお問い合わせ窓口 

野村不動産ホールディングス株式会社 広報ＩＲ部（石川・平野・河本） 

ＴＥＬ０３－３３４８－８１１７ ・ ＦＡＸ０３－３３４３－０４４５ 

 

http://www.nomura-re-hd.co.jp/ir/pdf/renketsu_20110728.pdf
http://www.nomura-re-hd.co.jp/ir/pdf/hosoku_110728.pdf

